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論理的文章を読むための指導事項を模擬授業で提示する 
－「国語」の講義における実践を通して－
國府田祐子
東京福祉大学 短期大学部（伊勢崎キャンパス）
〒372-0831 伊勢崎市山王町2020-1
（2015年10月12日受付、2017年2月9日受理）
抄録 : 論理的文章を読む力は今後ますます必要とされるが、学生は書籍等の文章を読むことに消極的である。論理的文章
を読むための指導事項を「文章構成、段落、キーワード、帰納論理」とし、教員免許取得のための教科に関する科目「国語」
において、模擬授業形式で示した。目的の1点目は、論理的文章を読むときの視点を学生に気づかせることである。目的
の2点目は、学生を教員や生徒の視点に立たせ、論理的文章を読むための指導事項を実感させることである。中学一年教
材「オオカミを見る目」を用い、筆者が教師役、学生には生徒役を演じさせた。模擬授業を受けた後の学生からは、指導事
項4項目を理解したという感想や、音読の重要性、授業展開の方法等に気が付いた等の成果を得た。
（別刷請求先 : 國府田祐子）
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緒言
教員免許状取得のための教育実習を各学校で実施する
にあたり、本学では、国語、算数の各々を1時間以上で計
3時間の授業実習をさせてもらえるよう、教育実習協力校
へ依頼している。（「東京福祉大学教育実習の概要について
〔小学校教諭一種免許状・二種免許状〕東京福祉大学 全学
教育実習専門部会」に拠る）授業実習で学習指導案を書く
ために、学生は教材研究を綿密に行う必要がある。教材
研究において教材文や先行研究等の多くの資料を読み込む
ためには、論理的文章を読む力を高めておくことが大切で
ある。
筆者は学生に多くの論理的文章を読んでほしいと願い、
2年次春期「国語（初等・小）」の講義において課題図書
（主として新書）を課している。さらに、1ヶ月に5冊以上の
本を読むことを奨励している。受講生は1ヶ月に1冊の
課題図書は読んでくる。しかし4冊を選んで読む課題に対
して、自主的に3冊以上読んできた学生は、初回提出では
19.6%という低い数値だった。
学生が社会に出て読み書きする文章のほとんどは論理
的文章である。論理的文章を読む力を高めると同時に、
各科指導法につながる「教科に関する科目」の内容を充実
させ、多くの学生が有意義な教育実習を体験することを
願って本研究を進めた。
研究の目的と方法
1．研究の目的
研究の目的としては、第1に、学生に論理的文章を読む
ための視点を教えることである。
研究の目的の第2としては、学生に、国語の授業におけ
る論理的文章を「読むこと」の指導事項を体験的に理解さ
せることである。
2．研究の方法
研究の方法としては、第1に、論理的文章を読むための
指導項目について、先行研究等から明らかにした。
研究の方法の第2として、実際の教科書教材を使って
学生に模擬授業を行い、指導事項を学生が理解したか調査
した。
3．論理的文章の構成の原則
自然科学論文を多く読むと、その論述形式にはいくつか
の原則がある。次の4項目について述べる。
3-1. 文章構成
自然科学の論文の構成には、自然科学研究の進化発展の
過程の間で成熟した型がある。田中（1982）は、自然科学論
文の構成要素として、下記の型を提示している。
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①題名、②抄録、③緒言、④研究方法、⑤研究結果、⑥考察、
⑦総括、⑧結論、⑨謝辞、⑩文献。
これらの各部分から、筆者は「緒言、研究方法、研究結果、
考察」を「はじめ（序論）・なか（複数の具体的事例）・まとめ
（考察、結論）」と置き換え、学生に提示した。
3-2. 段落
木下（1981）は、パラグラフ（段落）について、次のように
述べている。
パラグラフというのは長い文章の中の一区切り（段落）
であって、原稿を書くときにはパラグラフが変わることに
一字下げて書きはじめることは誰でも知っている。しか
し、「一つの区切り －パラグラフ－ に含まれるいくつかの
ある条件をみたしていなければならない」ということを意
識している人は少ないようだ。（中略） 「内容的に連結され
たいくつかの文の集まりで、全体としてある一つのトピッ
ク（小主題）についてある一つのこと（考え）を言う（記述す
る、明言する、主張する）」ものである。
木下は、関係のない文や反する内容を持った文を同じパ
ラグラフに書き込んではならないと述べている。木下の述
べる「段落」は、「意味段落」のことである。論理的文章を読
んだり、読み方を教えたりする際の視点の1つである。
3-3. キーワード
「国語教育研究大辞典」（国語教育研究所 , 1991）のキィ
ワードの項によると、「文章を書いたり、読んで理解したり
する際、特に重要な役割を果たし、鍵となっている語や語
句」とある。以下、文章例を挙げながらキーワードの概念を
示すこととする。（傍線は筆者が取り出したキーワード例）
①  キーワード例　「自治体とは何か、住民とは何か」
（今井 , 2014） （傍線は筆者）
江戸時代、たとえば干ばつや水害などの自然災害
が起きて、田畑が耕せなくなると、村の人たちは集団
で移住した。村が移動するのだ。村ということばは
時代からあったが、現在のように土地の区画を示す
のではなく、もともとは人の集合体のことを指して
いた。だから、村の人たちが集団で移住すれば、それ
は村の移動を意味していた。
序章の第1番目の段落である。「村＝人の集合体」であっ
たという「村」のもともとの定義を説明している段落であ
る。キーワードは「村の移動」あるいは「村が移動」である。
②  キーワード例　「グローバル化・英語化は歴史の
必然なのか」（施 , 2015）
当然ながら、ローマ教会をはじめとする当時の体制
側の人々は、既存の社会構造を揺るがす聖書の翻訳を
快く思わなかった。ルターは、処刑こそされなかった
ものの、ローマ教会から破門され、すべての法の保護
を解かれた。ティンダルは処刑されている。聖書の
翻訳はまさに生命を賭した事業だったのである。
「考察」にあたる段落を取り出している。体制側である
ローマ教会の圧力と、宗教改革者2名の名前を挙げ、ロー
マ教会と改革者の関係を「生命を賭した」という考察につ
なげている。
このように、一段落が1つの事項でまとまっているなら
ば、1つの事項を示す語がすなわちキーワードである。キー
ワードは、読むときは当たり前のように読むが、書く立場
になると一転して難解な技術となる。生徒も学生もたくさ
んの論理的文章の例を読み、キーワードを想定しながら読
んだり書いたりする経験が必要である。
3-4. 帰納論理
論理的思考の種類は、大まかに「帰納論理」と「演繹論理」
の2つと考えることができる。哲学・論理用語辞典 （大淵
和夫・思想の科学研究科会 , 1959）の「帰納」の項では、次の
ように定義している。
同種のものだと考えられるいくつかのモノA, B, C, 
D……をみて、そこに共通にみられるコトガラ（性質）がそ
の同種のモノすべてに共通だ、と考える推理法。
市毛（2009）によると、帰納論理は自然科学の発展の基
となる思考法で、17世紀から19世紀にかけて盛んになっ
たという。近年、病気治療や自然災害の予知が進んだのは、
「観察と実験」による豊富な具体的資料を帰納的思考によっ
て整理した成果であると述べている。
この帰納論理を論理的文章の形式に応用し形式化する
と、「複数の具体的事例を組み合わせ、それらに共通する性
質すなわち考察」となる。読み進めている段落が具体的事
例の段落か、考察を述べている段落かを考えながら読む力
は、学生にとって大切な思考力である。
結果と考察
1．講義における位置づけ
筆者が担当している「国語（初等・小）」（2年次春期開講）
における「論理的文章を読む」の講義時間は、全15回の講
義のうち3回である。3回の講義内容を、教材、指導事項、
事後・事前課題として示す。
（1）第1回
　①  教材…指導事項の概要プリントその1 （筆者作成）、
「測定の精度」（中谷 , 1958）、「線香花火」（寺田 , 
1997）、「哲学入門」（三木 , 1940）
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　②  指導事項…論理的文章とは何か、キーワード、文章
構成、段落の役割、帰納的文章と演繹的文章の違い
　③  事後・事前学習…「食感のオノマトペ（三省堂：中学
一年教材）」通読、段落分け
（2）第2回
　①  教材…指導事項の概要プリントその2 （筆者作成） 
「オオカミを見る目（東京書籍：中学一年教材）」
　②  導事項…段落の役割、文章構成、キーワード
　③  事後・事前学習…「運動会（学校図書：中学三年教
材）」の通読、段落分け、キーワードの抽出
（3）第3回
　①教材…「運動会（学校図書：中学三年教材）」
　③導事項…キーワード、要約文を書く
　④  後・事前学習…「平和のとりでを築く（光村図書：小
学六年教材）」
2．模擬授業の意義
筆者による模擬授業は、前項「 1（2）第2回」の講義で
行った。模擬授業は、短時間で繰り返し検証することがで
き、児童・生徒がいなくてもできる有効な研究の一方法で
ある。模擬授業をする側だけでなく、受ける側にとっても
研究が深まり、児童・生徒理解にもつながることから、全国
の学校・教育委員会・研究会等で教員研修の方法の1つと
して活用されている。筆者も東京都教育委員会において、
4年次から10年次教員の模擬授業を評価する指導を務め
た2年間の経験から、効果の大きさを実感している。
模擬授業は、教員採用試験においても受験科目の1つと
して多くの自治体で用いられている。学生は教員採用試
験やその後の教員生活において模擬授業を経験すること
になる。現在の学生が教師役を経験する側になるのは秋
期開講科目「国語科指導法」と筆者は計画している。その
前提となる科目「国語」において、モデルとして筆者自身が
教師役を示すことが有効であると結論し、今回の講義に取
り入れた。
3．実際の授業
3-1. 指導目標
論理的文章教材「オオカミを見る目（東京書籍：中学一年
教材）」を用いた授業は、筆者が東京福祉大学の講義にて、
2016年5月16日の1, 2限に行った（出席学生数：1限29人、
2限31人）。
指導目標については次の2項目とした。
（1） 論理的文章を読むことの指導事項について理解する。
（2） 文章が帰納論理の思考法によって構成していること
を理解する。
3-2. 指導計画（約45分）
実際の指導は次のような指導計画とした。
（1） 教材文を音読し、形式段落に番号をつける。
（2） 5つの意味段落に分け、文章構成を確認する。
（3） 意味段落ごとにキーワードを整理する。
（4） 具体的事例と考察の結びつきを確認する。
授業展開については、北海道教育大学札幌校国語科教育
学研究室の長谷川（2015）の指導案を使用した。教師の
説明・指示を全てせりふで記述するのが特色である。
3-3.実際の授業
（1）音読・段落の指導
　①  〔説明〕「オオカミを見る目」を学習します。（学習
内容の理解）
　②  〔指示〕形式段落の終わりに番号をつけなさい。
（形式段落）
　③  〔指示〕先生が書き出しを読むので、読めない字に
は仮名を振りながら聞きなさい。（範読）
　④  〔指示〕みんなで声をそろえて読みなさい、「皆さん
は、オオカミに」ハイ。（一斉音読）
（2）文章構成
　①  〔指示〕1段落から4段落までを、1つの意味段落に
します。（文章構成）
　②  〔指示〕5形式段落から最後まで、読みましょう。
「まず、」ハイ。（一斉音読）
　③  〔指示〕16形式段落と17形式段落の間に、傍線を引
きなさい。形式段落の5から16までを3つの意味
段落に分けなさい。
　④  〔指示〕班ごとに話し合い、黒板に書きに来なさい。
（解答：形式段落の5～10、11～15、16） （文章構成）
（3）キーワード等
　①  〔発問〕第1意味段落は、「オオカミ」をキーワード
とします。第2意味段落の重要な文を取り出しな
さい。班で話し合い、黒板に書きに来なさい。
（キーセンテンス） （解答：「ヨーロッパと日本とで
オオカミのイメージが大きく違っていた」を含む文
とする。）
　②  〔発問〕第3意味段落の重要な文を取り出し、黒板
に書きに来なさい。（キーセンテンス） （解答：
「オオカミのイメージがすっかり変化」を含む文と
する。）
　③  〔発問〕第5意味段落は、「社会の状況」をキーワー
ドとします。第4意味段落のキーワードを黒板に
書きに来なさい。（キーワード） （解答：「野生動物
に対する考え方」）
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（4）帰納論理
　①  〔発問〕具体的事例が書いてある意味段落と、考察・
結論が書いてある意味段落に分けなさい。（段落の
役割） （解答：具体的事例…第2、3意味段落、考察…
第4意味段落、結論…第5意味段落）
　②  〔指示〕この時間に学習したことを思い出しながら、
全文をみんなで声をそろえて読みなさい。（一斉
音読）
　③  〔説明〕文章構成を中心に学習しました。自分で読
んだり書いたりするときに役立てましょう。（学習
の意義）
3-4. 学生の感想
学生の感想を「段落の役割、文章構成、キーワード、音読、
授業展開、児童・生徒の立場」の6種類に分類した。主な感
想は次の通りである。（傍線は学生が視点に気付き、学生
自身が体験的に理解できたことが読み取れる箇所として筆
者が付した。）
（1）段落の役割
　①  意味段落は、形式段落をさらにまとめたものであ
ることを理解することができた。
　②  オオカミの見方が国によって変わるということを、
意味段落ごとに分けていくことで違いが読み取れ
ていった。
　③  私たちのグループは、意味段落分けで意見が分かれ
たが、第5段落を読んだときにここが一つにまとめ
られている（筆者注：意味段落である）と理解した。
　④  形式段落は1文字下がっているところ、という伝え
方ができるが、意味段落の付け方を伝えるのは教え
るのが難しい学習だと思った。
 （2）文章構成
　①  意味段落の区切れを探すことは、全体の文章構成を
知り、大切な部分を見極めるために重要な学習だと
思い、勉強になった。
　②  意味段落の中でキーワードを探すことによって、
なぜこのように区切ったのかを確かめることにな
り、より理解が深まった。
　③  意味段落やキーワードを探しながら音読をさせる
ことが大切だと知った。
 （3）キーワード
　①  キーワードを見つけさせる発問によって、文章の内
容がしっかりと理解できた。
　②  まとめのキーワードが見つけにくい場合、むすびの
キーワードを先に教えておくとよいことを知り、
自分が指導する際の参考になった。
　③  文章をたくさん読むことでキーワードを見つけや
すくなった。
　④  キーワードがすぐに見つかる段落と見つからない
段落があった。まとめ（考察）のキーワードは見つ
けるのが難しかった。
（4）音読
　①  国語において基盤となるものは、音読だと思った。
音読をすることによって内容が頭に入り、その後の
学習もしやすかった。
　②  音読を繰り返しさせることによって、段落、文章構
成、キーワードが見つけやすくなると感じた。
　③  学習法は音読が主になっていた。始めに先生が音
読（筆者注：範読）し、読めない字に振り仮名をつけ
ることで自分が音読をするのにスムーズに読むこ
とができる。文章をすらすらと読めれば内容が頭
に入りやすい。
（5）授業展開
　①  音読から始まって、段階を踏んでキーワード探しや
意味段落を分ける学習をしたため、つまずくことな
く探すことができた。
　②  班の話し合いは有効だった。答えを書く時間の確
保も大切な指導だと感じた。
　③  音読、形式段落、意味段落分け、その中からキーワー
ドを探すという授業構成によって、子どもたちの理
解度、定着度も増す。自ら考える力も養うことがで
きる。私も国語を教えるときにはこのように教えて
いきたい。
（6）児童・生徒の立場
　①  模擬授業を受けると、受ける側の感じ方が体験で
きる。
　②  自分も勉強になったし、子どもに教育するときの流
れや方法を勉強することができた。
　③  音読後や板書の答え合わせの後に必ずほめていた。
児童のやる気を引き出すための工夫がされている
と思った。
今後の課題
大学生にとっては簡単な中学校の教材を用い、模擬授業
の形で提示していくことによって、学生は論理的文章指導
の指導項目について容易に理解することができた。
授業を受けた学生は、音読をすると内容がよく理解でき
ることや、キーワードの重要性、文章構成を確認する意義
等に気づいてくれた。自らの文章読解力をさらに向上させ
るために本をもっと読みたいという意欲を持ってくれた学
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論理的文章を読むための指導事項を模擬授業で提示
生もいた。
今後も模擬授業を講義の中で効果的に用いながら、学生
の基礎学力や教材研究力、実践力を高め、教育実習の成功
や教員免許状取得につなげていきたい。
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Presentation of the Items of Teaching Guidance for Reading Logical Sentences:  
Through the Practice in Japanese Language Class
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Abstract : Although the ability for reading logical sentences is required for the university students, they are passive in 
reading academic books.  To facilitate obtaining the license of Japanese language teacher, the author showed the four 
items of teaching guidance for reading logical sentences, “composition of sentences”, “paragraphs”, “key words” and 
“inductive logic”, in Japanese language class.  The first aim was to understand the viewpoint when students read the 
logical sentences.  The second aim was to realize the four items of teaching guidance for reading the logical sentences 
as the teacher and/or students.  In the sham class using “Ookami wo Mirume”, a teaching material for seventh grade 
students, the author and students acted teacher and students, respectively.  After the sham class, the students showed that 
they understood the four items of teaching guidance, and that they noticed the importance of reading book aloud and the 
method of development of class.
（Reprint request should be sent to Yuko Kouda）
Key words :  Logical sentences, Composition of sentences, Sham class, Student’s evaluation
